
平成 25年度 解析学A 期末試験問題 2013年 8月 6日 (火)実施

1. f(x, y) = (x+ 2y2)ex
2−y について次の各問に答えよ．

(a) (−1, 1) で全微分可能であることを示し，全微分を求めよ．また，全微分に従っ

て f(−1.01, 0.99) の近似値を求めよ．

(b) 3次以下の偏導関数をすべて求めよ．

(c) f(x, y)と一次関数 x = x0+th, y = y0+tkの合成 z(t)を考える．(x0, y0) = (1, 1)

のとき，z′′′(0) を求めよ．

2. f(x, y) =
√
|xy| の (0, 0) のおける連続性，偏微分可能性，全微分可能性について真

偽を判定せよ．

3. 全微分可能な関数 f(x, y) の (x0, y0) における方向 u = (α, β), |u| = 1, に関する方

向微分係数を f ′
u(x0, y0) と記す．

(a) f ′
u(x0, y0) = ∇f(x0, y0) · u となることを示せ．ただし，“·” は 2つのベクトル

の内積を表す．

(b) f(x, y) = x2 + xy + y3, (x0, y0) = (1,−1) とする．f ′
u(1,−1) が次の条件をみた

すとき，方向 u を求めよ．

(i) 最大となる

(ii) 最小となる

(iii) 0 である


